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「——その人の名はセレン＝アルバザード」 

 一瞬空気がしんと静まり返った。 

「1991年、彼はわずか10歳でアルカという人工言語の制作に携わる。 

 2005年には『新生人工言語論』というウェブサイトで新たな人工言語理論を提示し、

人々を啓蒙した。この啓蒙活動は韓国など隣国からの客人を招いたほどだったの。 

 彼は人工言語に人工世界（人工文化と人工風土）という考え方を改めて導入したり、そ

の言語固有の語法の重要性を強調したり、当時の日本には存在しなかった人工言語の作り

方を解説したりといった啓蒙活動を行った。 

 2011年、活動20周年を記念して『人工言語学研究会』を発足。言語学から追放された

人工言語をあえて使って言語学するという、孤軍奮闘で異端で画期的な活動を行った。 

 また、この年には自身の人工言語理論を記した著書を出版し、芸術言語であるアルカと

日本語で書かれた小説も出版している」 

「ずいぶん精力的だな」 

「2012年、彼は人工言語界の論客が総じて言語学の知識に乏しいことを憂い、一般人で

も言語学の概説が分かるようにと、物語仕立てで言語学を解説する小説を執筆し、これも

出版した。 

 当時日本には物語仕立てで言語学概説を学べる書籍は存在しなかった。これもまた彼が

初めて行った画期的な啓蒙活動のひとつ。そしてその後も彼は活動を続けた。 

 こうして彼は人工言語界を啓蒙し、同時に人工言語界と言語学界の距離を縮めようと尽

力した」 

 

 綺夢は言葉を区切った。 

「ねぇ。これってわたしたちに似てると思わない？ わたしと貴方は言語学と語学という、

近くて遠い位置にいた。でも互いに惹かれ合い、距離を縮めた。 

 彼もまた言語学と人工言語という、近くて遠い2つの分野に身を置いていた。そして2

つの世界を融和させようと尽力した」 

「……なんというか、壮大だな」 

「彼は21世紀で初めて人工言語界に大きな転換点を置いた人物。 

 人工言語の四傑を挙げるなら、わたしはイェフダー、セレン、トールキン、ザメンホフ

をこの順番で挙げるよ」 
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 ハッキリと綺夢は言い放った。 

 一番有名なエスペラントを作ったザメンホフが人工言語制作者としてはしんがりだと

いう事実が僕には小気味良く感じられた。誰も知らない隠れた名店を見つけたような気分

になった。 

 

「ときに、その人が色々な啓蒙活動をしたというのは分かったが、その人が作ったアルカ

という言語は特筆すべきものだったのか？」 

「アルカは、ゼロから作られたアプリオリな人工世界を持った、ゼロから作られたアプリ

オリな人工言語を、万単位の語彙規模で作り上げたという点で、史上初の試みだったの。

そこまで精巧な人工言語はそれまで存在しなかったから。 

 アルカの全ての語には語源・初出年代欄が付され、固有のオンライン辞書には語の詳細

な語法注記や文化記述が付く。たった一語の説明が卒論並みに長い項目すらある始末。 

 しかもアルカには小説、漫画、イラスト、ゲームといった多種多様なコンテンツが存在

した。これも人気を呼んだ理由のひとつ。 

 芸術言語にもかかわらずユーザーの国籍は広く、30ヶ国以上に及んだ。この特徴によ

り、芸術言語でありながら国際補助語以上に国際補助語としての機能を有していた。 

 その上作者は大学院で言語学を専攻していた。それどころか、そもそも彼が大学に入っ

た目的が人工言語を昇華させるために言語学を学ぶため。いったい世の中の誰が人工言語

を作るために自分の人生を棒に振って進路選択をするというの？」 

 綺夢は悩ましげな顔のまま語り続けた。なんだか心の声を吐露しているようにも見えた。 

 大学受験を控えた僕の心にも彼女の言葉は深く突き刺さった。僕は自分の専門分野に人

生まで捧げることができるだろうか……。その気概があるだろうか……。 

 そして彼女はこう締めくくった。 

「主観的にも客観的にも、アルカは世界一精巧に作り込まれた人工言語だったんだよ」 

 

「ふむ……」 

 僕は唸ることしかできなかった。 

 こずえちゃんを見ると、「そんな凄い人が日本にいたなんて……」と呟いていた。 

 綺夢はちょっと肩をすくめる。 
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「まぁセレンは日本国籍ではあるけど、フランス人と韓国人の血を引いているから、アル

カが純粋な和製人工言語といっていいのかは微妙なところだね。 

 それに彼はアルカの主な作者でしかないの。アルカは数十名の人間による共同制作物だ

からね。そういう意味でも国産といっていいかは微妙なところ」 

 

「一語一語が詳細に作り込まれた言語に万単位の語彙を付すというのは凄い話だな」 

「ふつう辞書って出版社や国家が尽力して何十人何百人もの人間を巻き込んで作るでし

ょ。ところがセレンはたった一人でアルカの辞書を執筆・編集してしまったの。言語を作

り、小説などを書くかたわら、一冊の市販書籍並みの辞典を作り上げてしまったのよ」 

「恐ろしく精力的な人だな」 

 辞書をゼロから作る——。少し想像しただけでも空恐ろしい。だって、最初は何もない

まっさらな白い紙しかなかったはずだ。そこにたった一人の人間が文字を書き込み、つい

には市販書籍並みの辞典に仕立て上げてしまった。 

 いったいそこにはどれほどの苦労があったことだろう。最初何もなかった状態は、まる

で身一つで大海原に放り出されたような気分だったのではないか。どこに進めばいいのか、

何をすればいいのか。そんなことも分からない。眼前に広がるのはただ何もない海。絶望

ともいえる孤独感、無力感、寂寥感があったことだろう。よくそれを乗り越えたものだ。 

「ちなみにアルカの辞書は幻日辞典というの。幻はアルカを意味する漢字だよ。 

 アルカについてはネット等ですぐ調べることができるよ。サイトの情報はとても小集団

が作ったとは思えないほどの質と量だから、きっと驚くと思う」 

 

「しかしそれだけの実力があるなら、なぜもっと世間に知られていないんだ」 

 すると綺夢は複雑な顔で呟いた。 

「世間は言語学以上に人工言語に興味を示さないからだよ。 

 どれだけ高尚でも、どれだけ人生棒に振って頑張っても、一般人は低俗でくだらない物

を好んで消費する。俗悪な物には金を落とし、高尚でマイナーな学問には目もくれない」 

「……そうか」 

 言語学というマイナーな学問をやっている僕には身につまされる言葉だった。まして、

そんなマイナーな言語学からすら追放された人工言語という超マイナーな世界に人生を

捧げたその人の心境たるや、想像を絶するものがある。 
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「ただ、人工言語界ではアルカは非常に有名だよ。人工言語史のランドマークだからね。 

 人工言語を検索したことがある人なら、十中八九アルカを目にしているはずだよ」 

「それは凄いな」 

「ただ、肝心の欧米での知名度はいまいちだね。人工言語の心臓である辞書がもともと日

本語で書かれていたのが最大の原因だと思う。 

 セレンが英語圏の人間だったら——特に21世紀初頭の地球を牽引していた欧米社会の

人間だったら——もっと容易に世界を動かしていたのだろうけど。 

 日本語という、西洋人にとって辺境の言語を使っていたのが、人工言語界の発展が妨げ

られた最大の原因だと思う」 

「なるほど。確かに日本語はGDPのわりにはマイナーな言語だもんな」 

「彼よりも遥かに前時代的な人工言語の知識しか持たない人間がアメリカなど欧米社会

では人工言語の雄として跋扈している。それが情けないことに現実なの。 

 実力があるのに評価されない。さぞかし悔しいだろうね。何十年も受け入れられずに世

間の無理解と戦ってきた彼は、いったいどんな気持ちなんだろうね……」 

 綺夢は寂しそうに呟いた。 

 

 僕は不思議に感じた。綺夢はサピア＝ウォーフの仮説や、言語と文化の関係について述

べるときに、何度か複雑な表情を見せてきた。今回の複雑な表情はその延長線上にあると

思う。というより、むしろ彼女の複雑な表情の原因は人工言語にこそあるのではないか。 

 アプリオリな人工世界を持ったアプリオリな人工言語。そして言語学から追放された人

工言語。それらが一本の線になって綺夢の複雑な心境を奏でているかのように見えた。 

 人工言語について語るときの綺夢の表情は複雑だ。乙女があからさまに気を使っている

ことからも、綺夢の中で何か特別な感情があることは明白だ。 

 僕が思うに、彼女は自分の心境を人工言語に重ねているのではないか。言語学は世間か

ら評価されず、認知されにくい。人工言語はましてそうだ。 

 綺夢という人間も、実力があるのにそれを正当に評価してくれる友人や理解者が少ない。

それどころか世界のどの国にも自分の居場所を見つけられず、常に排他されてきた。 

 

 ——綺夢は人工言語の不遇に自分の不遇を重ねているのではないか。 
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 僕はそう思ったが、それを口にすることは彼女を傷つける気がして、黙っていた。 

 

 気付けばピーチティーは2杯目が空になっていた。 

 綺夢はひとしきり人工言語について語ると、なんだかかえって肩の力が抜けたようにな

り、普段の柔らかな表情に戻った。 

 どうも人工言語について悶々とした想いがあったのではないか。そしてそれを人に語っ

たことで、彼女の中で一定のカタルシスがあったのではないか。 

 

 綺夢は一息つくと、3杯目のピーチティーに手を伸ばしながら皆を見た。 

「ところで、夏休みの間はどうしようか」 

 彼女は話題を変えてきた。僕は一拍置いてから答えた。 

「運動部だと練習があるな。もっとも、3年は引退だが」 

「ウチはどうする？」 

「そうだなぁ」 

 僕はうーんと背を伸ばした。 

「どうせ毎日暇だし、ここでバベりながら受験勉強でもするよ。綺夢や乙女と勉強したほ

うが受験勉強もはかどるしな」 

「じゃあ夏休みもここに集合ね？ 乙女とこずえちゃんは？」 

「私はみゆちゃんが来るならお伴しますわ」 

 にこりとする乙女。本当に綺夢のことを気に入っているんだなぁ。 

「あたしも、先輩たちに勉強を見てもらえると助かりますし、来年はあたしが部長になっ

てこの部を存続させなきゃいけないんですから、しっかりバベりたいと思いますっ！」 

 こずえちゃんは両拳をぎゅっと握りしめた。 

 

 そういうわけで、どうやら僕らの長い夏休みが始まりそうだ。 

 そんな7月19日の放課後だった。 
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＜すれ違うふたつの同じ嘘＞ 

 

 7月19日の放課後。その後のちょっとした余談。 

 部室を最後に出たのは僕と綺夢だった。 

 乙女とこずえちゃんは用事があるので先に帰った。 

 

 帰りがけ、綺夢を図書館に誘った。 

 僕は語学コーナーに立ち、本を見ていた。 

 綺夢は言語学コーナーに立ち、本を見ていた。 

 

 僕は気になった本に手を伸ばした。 

 すると白く細い指が僕の手に触れた。 

 僕は少し笑って尋ねた。 

「——今のも、わざと？」 

 

 綺夢は微笑みを浮かべると、「どっちでしょう」と呟いた。 

 僕はそのまま彼女の手を優しく包み込むように握りしめ—— 

 

 ——なんてことはなく、黙って手をどけた。 

 

 うん、僕にはそんな真似はできない。 

 僕にできるのは、せいぜい「これ」だけ……。 

 

 僕は語学の棚に目をやりながら、小さく呟いた。 

 多分、聞こえなかったことにすれば聞こえなかったことになる程度の声で。 

 

「——誕生日、おめでとう」 

 

 左側の空気が一瞬驚いて和らぐのを肌で感じた。 

 僕は紅い顔のまま、語学の棚を見ていた。 
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 左側から声が聞こえた。 

 

「……どうして今日だって知ってたの？」 

 僕は短く答えた。 

「学生証。先月、見たときに」 

 

 綺夢はクスっと笑った。 

「初めて会ったばかりの女の子の誕生日を一度見ただけで覚えたの？」 

 

 もっともな質問だった。 

 

 だから僕はひとつ謝らなければいけないんだと思う。 

 綺夢と、今までずっと僕の心の声を読んできてくれた人に。 

 なぜなら、あるひとつのことを隠してきたから。 

 

 一年前の6月の梅雨の中、図書館帰りに傘を貸してあげた女の子。 

 その子のことをずっと覚えていたのを隠していた件について、僕は一言謝らなければな

らないんだと思う。 

 この一年ずっと僕の横の言語学の棚で本を読んでいた彼女と、僕の心の声を読んできた

あなたに。 

 

 

 

 

——了 
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＜あとがき＞ 

 

 私の名はセレン＝アルバザードという。人工言語アルカの作者だ。この名前はアルカで

付けられたものだが、日常的に戸籍名を用いない私にとっては、この名前こそが本名だと

いう認識がある。 

 

 私がインターネットで初めて人工言語について調べたのは00年から01年のことだ。初

めてアルカに携わったのは91年だが、そのころは仲間内での共同制作をしていた。 

 97年か98年にアルカや金田一春彦の『日本語』をきっかけとして、言語学に興味を持

つようになった。それまで理系の進学校に通っていたが、大学でアルカをやるために文転。

人工言語をやるために大学で勉強するという、人工言語界でも異例な進路選択をした。 

 大学入学前に既に言語学の専門書を読み漁っていたため、学部生向けの授業で得るもの

はなく、試験前は学友に言語学を教える役目を担っており、学部生のころから大学院の授

業に出るなどしていた。大学院での専攻はむろん言語学だ。 

 

 00年にアルカの制作を私一人が請け負うことになり、01年から作業を開始した。一人

でゼロからアルカを立て直すにあたり、初めてインターネットで人工言語について調べた。

要するに、人工言語の作り方を調べようとしたのだ。 

 ところが当時の日本に人工言語の作り方を解説したサイトは存在せず、個別人工言語の

サイトがいくつか散見されるだけだった。しかもどの言語も作り込みが甘く、とても現実

の人間のコミュニケーション用としてまともに使えそうなものではなく、参考にできるも

のではなかった。結果、私は自力でアルカを作りなおすことにした。 

 

 05年の秋。私はアルカの辞書である幻日辞典の執筆に相変わらず追われていた。アル

ファベットはABCから始まるが、アルカは tkxsという文字の順序で始まる。幻日辞典の

見出しもこの tkxsという順序で並べるべきだと考えた。 

 しかしそれを実現する方法が見当たらなかったため、実に5年ぶりにインターネットで

人工言語について調べた。同好の士がいればその人に方法を聞こうと考えたのだ。ところ

がインターネット上の人工言語界は 00年から旧態依然で、なんら進歩が見られない状況

だった。 
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 結果的に文字を tkxs順に並べる企画自体は成功を見るのだが、そのやり取りをしている

うちに私の中で新たな目標が生まれた。 

 それは自分自身が人工言語界を革命し、啓蒙しようというものだった。 

 当時は人工言語について見識や経験を持っている人間は皆無で、それどころか言語学に

ついて学部生レベルの知識すら持っていない人間が大半を占めるという惨状だった。 

 皮肉なことに、かつて人工言語の作り方を調べた私が、自分の手で人工言語の作り方を

指南することになったのだ。 

 また、人工言語の作り方だけでなく、人工言語史などについても論じ、通時的に人工言

語を俯瞰させるように啓蒙した。 

 

 11年に私は活動20周年を記念して、人工言語学研究会を発足した。これは人工言語で

言語学することを目的とする。 

 同年、『人工言語学・アルカ』、『紫苑の書』という書籍を出版した。この出版は ISBN

を取得し国会図書館に納本させ、その内容の著作権者が私であることを国に保証させるた

めのものだった。 

 売ることが目的ではなかったので、無料で読める電子書籍版を出版に先駆けて公開した。

にもかかわらず、わずか3ヶ月もしないうちに書籍は両方とも完売した。 

 

 12年の時点で、「人工言語」を検索するとアルカがエスペラントより先にサジェスト

されるようになっていた。また、アルカのサイトが最初のページに来るようになっていた。 

 また、私の人工言語理論やアルカは英語や韓国語になり、海外へ向けて発信されるよう

にもなった。 

 これにより、人工言語界における地位と名声は確立し、自身の人工言語理論も人工言語

界に十分流布されたものと判断した。 

 

 これを受けて私は次の段階へと駒を進めた。05年の時点で私は人工言語界の人間があ

まりに人工言語の知識を持っていないことに閉口したが、同時に彼らのほとんどが言語学

の最低限の知識すら持ち合わせていないという事実に驚愕した。 
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 このとき私は人工言語と言語学について彼らを啓蒙せねばならないと考えた。そしてま

ず先に人工言語のほうを優先して啓蒙することにした。 

 それが一段落ついたので、12年に言語学について啓蒙することにした。 

 

 人工言語に興味を持つ層は、必ずしも語学や言語学に興味を持たない。不思議なことに

それが現実だ。だから言語学の概説書をポンと渡しても、なかなか理解してくれない。 

 言語学の知識がない人間でも簡単に読める概説書がほしいと思った。ところがどの書店

を探しても、置いてある概説書は大学の文系学部生向けのものしかなかった。 

 私の学友もそうだったが、一般に言語学にそんなに興味を持っていない人間にとっては

これらの概説書は非常に難解なのだ。その上、言語学に興味を持っていたとしても、それ

なりに難しい。 

 

 

 05年から12年にかけて漸次的に、なぜ言語学の概説書に易しいものがないのか考えた。 

 私は00年代後半に、語学教材の出版社で英語編集をしていた。高校英語やTOEICなど、

需要のある分野には企業は資金を投入する。結果、良質で分かりやすい教材が生まれる。

一方、言語学は一部の大学生しかやらないため、英語教材と比べて圧倒的に需要がない。 

 こういうマイナー分野で出版社がどう戦うかというと、大学教材として採用されるよう

な概説書を作り、書店での売上より大学からの採用での安定した部数消化を狙うのだ。 

 大学教材として採用してもらうには、営業が売り込むほかはない。売り込むときに最も

使いやすいのが、著者陣のネームバリューだ。どこそこ大学の教授などというような肩書

きが最低でも必要とされる。 

 

 TOEICや受験英語の教材と違って熾烈なマーケットではないから、ユーザーにとって

の分かりやすさなどは二の次になる。もちろんどの概説書も平易さを売りにするのだが、

実際には口だけで、TOEICや受験英語の教材と比べて遥かに難解な本ができあがる。 

 言語学が数学や哲学のように高校までの学習過程にあれば、言語学のマーケットは遥か

に大きくなる。すると各出版社がこぞって概説書を出すため、より分かりやすく取っ付き

やすいものが生まれる。そういう切磋琢磨が言語学界にはないため、概説書はどうしても

不親切になる。 
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 これは高校数学の教材と大学数学の教材にも言える。大学数学はやる人口も少ないし、

目的も単位修得だけだ。従ってマーケットは小さく、出版社は力を入れず、高校数学に比

べて分かりやすい親切な教材は刊行されない。 

 

 言語学の概説書に分かりやすいものがないのは、マーケットが小さいのが最大の理由だ。

また、大学教材として採用されるようなものでなければ出版社は刊行しないので、ある程

度大学教材にふさわしい「お固い感じ」を残しておかねばならない。平易すぎて取っ付き

やすすぎるのは大学教材としてはかえって不適切なのだ。 

 しかし学生の立場、あるいは言語学に興味を持っているが敷居が高いと感じている人に

とって、それはどう映るだろう。彼らにとって、大学側の体裁など知ったことではない。

そんな理由でわざわざ分かりにくい教材を読ませられるのはいい迷惑だ。 

 

 

 以上を踏まえた上で、私は考えた。 

 今までにないような取っ付きやすい言語学の概説書があれば、それは言語学に触れてみ

たい人の最初の一歩として良い手助けになるのではないか。 

 そんな参考書を考えたときに浮かんだのが、90年代によく売れた『ソフィーの世界』

と、00年代に出た『数学ガール』だった。どちらも私の愛読書だ。 

 前者は哲学について、後者は数学について物語仕立てで説明した概説書だ。小説形式で

読める哲学書や数学書といってもいい。 

 私はこれを言語学でできないかと考えた。というのも、自分自身 00年に論理学を物語

仕立てで解説した『ミールの書』という書籍を書いているからだ。自分の十八番の言語学

なら、私にも執筆できる。 

 これまでに物語仕立てで読める言語学の概説書は存在しなかった。言語学の概説を小説

形式で読めれば、それは初心者にとってさぞ取っ付きやすいことだろう。 

 

 しかし同時に、教材屋時代の私が自分に警告しだした。 

 哲学と数学は倫理と数学の時間に高校でやる。国民のほとんどが触れている。だが言語

学は文系大学生のそれも一部しか履修しない。マーケットの規模が違いすぎる。『ソフィ

ーの世界』や『数学ガール』が売れた要領で売れるわけがない——と。 
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 言語学の概説書は大学教材を販路に見込んで作られている。小説気分で手軽に読める本

が大学教材として採用される可能性は低い。 

 私自身、語学出版時代に大学教材も作っているから、そのあたりの事情は詳しい。言語

学を小説化しても採用枠に入らないのはプロの目から見て明らかだった。 

 需要のあるTOEICや英検の大学教材ですら採用を得るのは非常に厳しいのだ。コマ数

も需要も少ない言語学でとなれば、採用の厳しさは途方もないレベルに達する。言語学で

名の知れた教授陣に書かせ、大学教材としての体裁を整えたものですら、採用は厳しい。

お手軽に読める小説などが採用される確率は、宝くじの一等に当たるより低い。 

 

 では大学教材以外に一般人向けの販路を考えたらどうだろう。素人は単純にそう考える

かもしれない。だがそう簡単に出版社は動かない。出版社の腰は案外重く臆病だ。 

 今までやったことのない販路を開拓するのは、よほどの勝算がない限りやらない。たと

え一人の編集が良いと思っても、周りの編集や営業などに潰されてしまうのだ。 

 言語学の場合、哲学や数学と違って高校までの教育課程に入っていない。圧倒的に知名

度が低い分野だ。よって、どれだけ平易に書いたとしても、言語学に興味を持っている一

般人の人口そのものが少ないため、一般人に向けた商品化も難しい。 

 大学教材として不適切で一般人にも需要がないとなれば、それはどの出版社でも出そう

とはしない。 

 言語学に関心のある人間にとって手軽に読める入門書がいかに有り難かろうが、出版社

は慈善事業をしているわけではないので出さない。というか出せない。 

 結局は商売なので、ユーザーにとって本当に良い物よりも採算をふつうは優先するのだ。

社会的意義がある本だとしても、前例のない快挙だとしても、啓蒙的だとしても、初学者

にとって歓迎されるべき作品だとしても、巡り巡って言語学界を華やがせるものだとして

も、あまりにニッチすぎて出すことが難しいのだ。 

 

 そういった出版社の台所事情をよく知っている私は、企画時にこれは私費でやるしかな

いと算段した。 

 このとき私は大槻文彦を思い出した。彼は国語辞典の『言海』を私費で刊行した。言海

のように、私は自分の力で世の中を啓蒙しなければならなかった。 



199 

 

 私費といえば、エスペラントも作者のザメンホフが私費で出版している。どうやら私た

ちは同じ道を辿っているらしい。 

 ときに言海というのは良いネーミングだと思う。言葉の海。私はかつてアルカをゼロか

ら作りなおしたとき、ワープロソフトの真っ白な画面を見て途方にくれた。何から手を付

ければいいのかも分からない。文字通り、取り付く島もない。本当に言葉の海に投げ出さ

れたかのような気持ちだった。 

 この真っ白な画面に文字を打ち込み、本来なら何十人・何百人がかりでやるような辞書

制作作業をたった独りでしなければならない。不安になった。投げ出したかった。でも、

それが自分に与えられた使命だと心が知っていた。だから私は言葉の海を泳いだ。言海と

いうネーミングに通ずる思いがある。 

 

 さて本書だが、念のため私は言語学関係の書籍を出している出版社に企画を持ち込んだ。

だがまず聞かれるのは大学教材として採用の見込みがあるかということだった。まったく

自分の予想通りの展開で、どこの会社も台所事情は同じなのだなと痛感した。 

 どこかの出版社が間違って拾ってくれれば儲け物だという腹づもりで声をかけたが、採

算の見通しすら立てられない無能な編集者はいなかった。大学教材にもならなければマー

ケット自体が小さく一般人の購入も見込めない書籍を刊行する蛮勇を持った版元はなか

った。 

 

 だが私は諦めなかった。教材屋時代に痛いほど経験してきたからだ。良い本なのに、市

場に合わずに出せない本が数多くあることを。 

 世にあるマニアックな本など、出版社の内情を知っている人間からすればまったくマニ

アックではない。刊行している時点で、刊行すらできなかった数多ある書籍より、よほど

メジャーなのだから。 

 

 今は良い時代だ。インターネットがある。出版社を通さなくとも発言できる。そのせい

で玉石混交になってしまってはいるものの、本当に良い作品はインターネットの情報や自

費出版の中に存在する。一方、出版物は一定のクオリティを持った無難な代物だ。 
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 情報のクオリティに序列を付けるならば、インターネットの情報や自費出版のほんの一

握りが至高の存在で、その次に出版物という無難なものが来て、最後に 9割方のインター

ネットの情報や自費出版が来る。 

 本当に良いものは大多数の一般人の最大公約数的な支持を得られないがために、世に出

ることができないのだ。 

 しかし現代はそれができる。自費出版でもよいし、インターネット上で公開してもよい。 

 

 自費出版するメリットは ISBNを付けて国会図書館に納本させ、自分が著作権者である

ことを国に保証させることしかない。持論を広めるという意味での機能はほとんどない。

それぐらい自費出版は売れない。商業出版ですら売れない時代なのだから。 

 私が今回本書を出版したのは、言語学を物語仕立てで解説した初めての概説書を作った

のが自分であることを証明したかったがためだ。ユーザーを啓蒙するという本来の目的を

考えれば電子版を無料で公開すればよく、インターネットだけで事足りる。 

 

 世の中は徐々に電子書籍に向けて動いていくだろう。出版社を通さずとも個人が気軽に

出版できる時代が来て、今まで編集や営業に踏み潰されてきた隠れた名作が陽の目を見る

機会に恵まれることだろう。 

 やがて目の疲れない非発光型のディスプレイが普及し、画面を折りたたんで携帯できる

PCができ、バッテリーの寿命も長くなり、無線通信の速度が上がる未来が来る。 

 そのとき、紙の本と電子データ化された書籍の垣根はなくなる。PCの画面を紙のよう

に扱えるのだ。むしろ紙と違ってかさばらないし検索もできる分、電子書籍のほうに軍配

が上がるだろう。 

 紙の本はビデオテープやMDと違ってなくなりはしないだろう。骨董品やアンティーク

のようなものとして細々と生き残ると思われる。 

 

 そうなれば金儲けが目的でなく啓蒙活動が目的な私のような人間にとっては良い時代

となる。自費出版をせずとも紙の本の感触のまま世間の人に自著をばらまくことができる

からだ。ISBNを取得したければ代行業者に頼めばよく、著作権者を明示することも容易

だ。 
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 そのような時代が早く来ることを祈っているが、かといってそうなるまで待つわけにも

いかず、今回はこうして出版したわけだ。 

 

 本書を通じて言語学に興味を持ってもらえれば嬉しい。本文中に挙げた書籍のほか、参

考文献に上がっている書籍も手にとっていただけるとありがたい。 

 人工言語界にいる人間を啓蒙することがもともとの目的だったが、それを越えて言語一

般に興味のある人を言語学の世界に誘うことができれば幸いだ。 

 

2012年5月。最愛のリディアへ捧ぐ。 
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